
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること 

他の生命を尊重する 

(2) 生命の尊さを理解し，かけがえのない自他の生命を尊重する。

生 命
素直にこたえようとする心の現れ 

まず自己の生命への尊厳，尊さを

深く考える 

自己以外の生命も同様に大切にする 期 待

ここでは主として人間の生命について考えるが，

人間以外のすべての生命の尊さについても価値を

置きながら考えなければならない。 

かけがえのない大切なもの

生きていることに深く思いを寄せること 

自他の生命を尊ぶためには 

予 想

生命の尊厳に気付かせ 

感謝の気持ちをもつよう 
２や４の視点との

関連のもとで， 
人間の生命は，人

間関係の中で保た

れる側面がある 

生命を尊ぶこと 

自らの生命の大切さ 
態度 

指
導
の
重
要
な
課
題 

かけがえのない生命をいとおしみ，自らもま

た多くの生命によって生かされていること

(3) 人間に弱さや醜さを克服する強さや気高さがあ

ることを信じて，人間として生きることに喜び

を見いだすように努める。 

自己満足ではなく，

深い喜び

弱さはもっているが，それを乗り越え次に向かっていくところに素晴ら

しさがある。 

自分の存在を深く意識するようになる

ありのままの人間は，決して完全なものではない

だれもがもつ良心 

生
き
る
喜
び

人間がもつ強さ気高さ

自分だけが弱いのではない
十分に理解させる 

目指す生き方

誇りある生き方
自分を奮い立たせる

指 導

悩
み 

良

心

の

責
め 

苦
し
み

人からほめられた

り，認められたりす

るという喜び 

人間としての誇りや

深い人間愛 

崇高な人生を目指

し，同じ人間として

共に生きていく 

(1) 自然を愛護し，美しいものに感動する豊かな心をもち，人

間の力を超えたものに対する畏敬の念を深める

（中略）有限な人間の力を超えたも

のを謙虚に受けとめる心を育てる

ことが求められる。 

多面・多角的にとらえる 

人間と自然 美しいものとのかかわり

人間は有限であることの自覚 

人間の力を超えたものを素直に感じとる心

生きることの素晴らしさ 

自他の生命の大切さ・尊さ

自然との関わりを深く認識

感謝と尊敬の心

人間は（中略）自然の中で生かされていると自覚することができる。

深まり

畏 敬

「敬う」という意味での尊敬，尊重 

と，「畏怖」すなわち尊いものを傷つけたり

踏みにじったりすることを禁じる気持ち 

畏敬の念の芽生え

人
間
と
し
て
の
生
き
方
の
自
覚

人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と
の
喜
び
や
人
間
の
行
為
の
美
し
さ

に
気
付
い
た
と
き
，
人
間
は
強
く
，
気
高
い
存
在
に
な
り
う

る 


